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手数料外

 ○農業委員　第6期　19名（H29.8.1～）　　 （報酬8,254,800円）

 ○農地の権利移動についての許認可や農地転用の業務を中心とした農地行政を行った。

 ○12回の総会を開催し以下の案件を法律に定められた規定により審議、決定した。

 ○農地利用最適化推進委員　36名（H29.8.1～）　 （報酬12,322,200円）

 ○農地利用の最適化のため、担当区域において農地利用状況・意向調査を実施した。

 ○農地の有効活用のため、出し手と受け手の調整を行った。

・受給権者数　　362人（平成31年3月31日現在）

649,600円 0円

 ○農業者年金業務委託を独立行政法人農業者年金基金と締結し加入対象者への制度の周知・普及、受給者の現況
届・各種届事務等を実施し農業者年金制度を通じ農業者の老後の生活安定に寄与した。

農 地 の 売 買 に 係 る あ っ せ ん 等 0 0

【農業者年金運営事務】 649,600円 0円 0円

18 条 解 約 43 2,153

農 業 経 営 基 盤 強 化 利 用 集 積 等 1,636 18,857

5 条 市 街 化 調 整 区 域 内 転 用 28 167

非 農 地 証 明 9 164

4 条 市 街 化 調 整 区 域 内 転 用 7 35

5 条 市 街 化 区 域 内 転 用 17 121

3 条 使 用 貸 借 権 設 定 0 0

4 条 市 街 化 区 域 内 転 用 4 15

3 条 賃 借 権 設 定 0 0

3 条 賃 借 権 移 転 0 0

3 条 所 有 権 移 転 38 1,187

申請件名 件数 面積（ａ）

【農業委員会運営事務】 27,072,345円 7,912,000円 0円 22,169円 19,138,176円

農業費

49,858,945 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

一 般 財 源 19,138,176 円

人件費コスト  B 3.0人役 22,137,000 円 総事業費　　A+B

決算事項別明細書 P85

大事業 参画・協働・行財政 担当部署 農業委員会

国・県支出金 7,912,000 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 671,769 円

事業進捗度 － 農業委員会費

予 算 額 28,719,000 円

目
的

地域農業の構造改革の推進。担い手対策。
実態に応じた農業振興対策を行う。

決 算 額 27,721,945 円

財
源
内
訳

中事業 行政経営の推進
予
算
科
目

一般会計

小事業 農業委員会費 農林水産業費

事業開始年度 平成30年度
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　○島根県市町村農林水産業振興対策協議会負担金 円

　○簡易排水償還負担金 円

・仲村簡易排水処理施設  （H6～30）　 円

・与一畑簡易排水処理施設（H7～31） 円

　○その他推進事業

　○農業経営基盤強化資金利子補給金

62,566円【制度資金利子補給事業】 131,957円 69,391円 0円 0円

1,655,647

1,324,521

113,500

2,980,168

【農業総務事業】 3,493,639円 0円 0円 643,805円 2,849,834円

21,335,196 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

一 般 財 源 2,912,400 円

人件費コスト  B 2.4人役 17,709,600 円 総事業費　　A+B

国・県支出金 69,391 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 643,805 円

事業進捗度 － 農業総務費

予 算 額 3,731,000 円

目
的

各種団体、協議会等との連絡調整及び情報
収集を行う。

決 算 額 3,625,596 円

財
源
内
訳

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 農業総務費 農林水産業費

事業開始年度 平成30年度 農業費

決算事項別明細書 P85

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林振興課
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諸収入外

（単位：円）

　　いちご育苗施設 　　畝立機

トラクター、乾燥機 経営継承 10,850,000 3,333,000

計 18,459,160 5,868,000

いちご育苗施設、畝立機 自営就農 2,273,960 757,000

パイプハウス、電気設備工事 自営就農 5,335,200 1,778,000

　○新規就農総合支援 （県1/3）

　自営就農又は経営継承により就農する新規就農者が農業経営を開始する場合に必要な施設等の整備費を支援
して初期投資の軽減を図った。

事業内容 区分 事業費 県補助金

　協議会を通じて農業者の農業用廃プラスチックの処理費用について一定の助成をおこなうことにより、適正処理
を推進し、環境の保全を図った。

【新農林水産振興がんばる地域応援総合事業】 5,868,000円 5,868,000円 0円 0円 0円

第14回安来市農林業祭 安来市種畜共進会

【農業用廃プラスチック適正処理負担金】 543,451円 0円 0円 0円 543,451円

　安来市における農林業振興の目標・ビジョンを明確にし、急激に変化する農林業情勢に対応すべく、各専門 部
会を中心に事業を展開した。
　・安来農林振興協議会負担金　　　　　　　　　　　　  4,000,000円
　・安来市中心的経営体育成事業認定農業者育成支援事業　5,329,043円
　・安来市集落営農体制強化スピードアップ事業　　　　　2,075,334円
　・安来市農業サポートセンター事業　　　　　　　　　　　 70,731円

【安来農林振興協議会負担金】 11,475,108円 0円 0円 0円 11,475,108円

111,555,249 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

一 般 財 源 26,876,421 円

人件費コスト  B 3.8人役 28,040,200 円 総事業費　　A+B

国・県支出金 54,996,250 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 1,642,378 円

事業進捗度 － 農業振興費

予 算 額 98,035,000 円

目
的

農業関係機関、団体との連携によって推進
体制の整備を行い、集落組織、認定農業者
及び新規就農者を将来に向けた地域の農業
担い手として位置づけ、生産性の向上及び
農産物の生産振興を行う。

決 算 額 83,515,049 円

財
源
内
訳

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 農業振興費 農林水産業費

事業開始年度 平成30年度 農業費

決算事項別明細書 P87

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林振興課

Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所



（単位：円）

リースハウス（いちご） リースハウス（有機葉物野菜）

（単位：円）

　農地中間管理事業を利用し、農地の集積を支援した。

農地中間管理事業推進費  2,080,810円

どじょう振興協力隊

やすぎ農業サポートセンター協力隊 どじょう振興協力隊

荒廃農地面積（ha）

集落営農組織数（組織）

認定農業者数（人）

62 61 △ 1

100 99 △ 1

　地域おこし協力隊員4名を配置し、地域ビジョンづくり、農業研修、農業サポートセンター支援業務、どじょう振
興、地域の催事や伝統芸能活動への参加応援等、地域課題の解決に向けた地域おこし活動を行った。

成果指標 目標値 実績値 差引

92 108 16

461,184円

・地域集積協力金     　 9,774,800円（7地域）

・経営転換協力金　      1,003,450円（22戸）

・耕作者集積協力金　　  1,840,000円（101戸）

【地域おこし協力隊事業】 14,419,430円 0円 0円 22,752円 14,396,678円

リースハウス団地活用促進事業 21 16,780,000 7,270,000

【農地中間管理事業】 14,699,060円 12,618,250円 0円 1,619,626円

0円

　○農山漁村振興交付金 補助率：県10/10

　農山漁村振興交付金を活用して農業協同組合が行うリース方式の園芸施設整備に対して、農業者にリースす
る場合に要する経費（リース料）に対して補助金を交付した。

事業内容 棟数 事業費 県補助金

21 58,480,000 29,240,000

【園芸産地再生担い手育成事業】 7,270,000円 7,270,000円 0円 0円

　○農山漁村振興交付金 補助率：国1/2

　リース方式のパイプハウスを整備し、就農初期の生産環境を充実させた。併せて、ソフト面の強化として
「農地」、「集落の受入体制」、「師匠（技術指導）」を一体的に確保した「就農パッケージ」を充実させ、
働く者にとって魅力ある産地づくりを目指した。

事業内容 棟数 事業費 交付金

JAしまねやすぎ地区本部リースハウス建設

【農山漁村振興交付金】 29,240,000円 29,240,000円 0円 0円 0円
Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所

Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所



40

10 会計 01

19 款 06

項 01

目 03

A

県

使用料

　　※就農時年齢45歳以上 月額12万円×8月×2名=1,920千円　+　月額12万円×7月×1名=840千円　

　　※半農半X就農研修 月額12万円×12月×2名=2,880千円　

　○経営開始型（国10/10）

赤江住宅3号

　就農5年目までの新規就農者に対して、経営安定のため150万円/年を給付した。

継続10名（内夫婦2組）新規2名　合計　12名

　　※就農時年齢45歳未満

  市の就農モデルに基づいて兼業により農業を開始するUIﾀｰﾝ者に対して、研修経費及び定住・就農後の運転資金
等の助成を行う。また、国の青年就農給付金の給付対象が45歳未満であるため、就農時年齢45歳以上の者に対して
就農給付金の給付を行った。

　○就農給付金事業（県10/10）

　○半農半X支援事業

【農業次世代人材投資事業費補助金】 15,375,000円 15,375,000円 0円 0円 0円

成果指標 目標値 実績値 差引

新規就農者数累計（人） 17 18 1

【就農・定住パッケージ事業】 37,031,920円 3,500,000円 24,900,000円 0円 8,631,920円

　UIターンによる新規就農及び地域定住の促進を図るため、新規就農者の受入を積極的に行っている赤江町中島地
区に、就農者向けに定住住宅を整備した。

※翌年度繰越額　12,960,000円

【新規就農者総合対策事業費補助金】 5,640,000円 4,680,000円 0円 0円 960,000円

0円

  UIターン希望者、後継就農者等を対象に1年間、指導農業士の圃場を中心に農業の実地研修を行い、農業技術及
び農業経営力の習得を目指した。

【新規就農研修滞在施設維持管理事業】 56,195円 0円 0円 56,195円

  新規就農研修滞在施設の維持管理を行い、研修制度の充実を図ることにより担い手の確保育成を推進した。

【新規就農研修事業】 0円 0円 0円 0円 0円

65,482,115 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

一 般 財 源 9,591,920 円

人件費コスト  B 1.0人役 7,379,000 円 総事業費　　A+B

国・県支出金 23,555,000 円

地　方　債 過疎 24,900,000 円

そ　の　他 56,195 円

事業進捗度 － 農業振興費

予 算 額 73,690,000 円

目
的

農業後継者の高齢化・担い手不足などの課
題解消のために、新規就農者を育成する。

決 算 額 58,103,115 円

財
源
内
訳

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 新規就農円滑化対策事業費 農林水産業費

事業開始年度 平成30年度 農業費

決算事項別明細書 P87

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林振興課

Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所

Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所Ｈ20施行予定箇所

Ｈ20施行予定箇所

Ｈ20施行予定箇所



40

10 会計 01

22 款 06

項 01

目 03

A

県

○要件等

・対象地域 地域振興5法指定地域

・対象農用地 農振法に定める農用地区域内に存する

農用地で、急傾斜及び緩傾斜の一団の農用地。

・傾斜要件及び交付単価

・加算措置 超急傾斜農地加算、集落連携・機能維持加算

○平成30年度実績

・交付対象農用地面積及び交付額の内訳

・協定数及び農家数

体制整備単価協定（10割） 61 1,053

計 88 1,342

区　　分
集落協定

集落数 参加者数

基礎単価協定（8割） 27 289

12,047,375円

計 8,672,151㎡ 142,822,404円 58,526㎡ 345,877円 8,730,677㎡ 155,215,656円

加算措置 － － － － －

122,666,786円

緩傾斜農用地 2,678,087㎡ 20,361,699円 40,186㎡ 139,796円 2,718,273㎡ 20,501,495円

区分 田 畑 計

急傾斜農用地 5,994,064㎡ 122,460,705円 18,340㎡ 206,081円 6,012,404㎡

11,500円/10a

緩傾斜
1/100以上1/20未満 8度以上15度未満

8,000円/10a 3,500円/10a

中山間地域の水田風景

区分 田 畑 備考

急傾斜
1/20以上 15度以上 農業生産活動等の体制整

備に取り組む場合のみ左の
10割、基礎的な取り組みの
みを行う場合は左の8割の交
付単価とする。

21,000円/10a

　平成12年度に創設された国の制度で、市が認定した共同活動等を行
う集落等に対して、一定の基準のもとに交付金を交付する。
　平成27年度より新たな5年間となる第4期対策が始まった。

【推進事業】 2,934,866円 1,402,000円 0円 0円 1,532,866円

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林振興課

【交付金交付事業】 155,215,656円 116,411,647円 0円 0円 38,804,009円

一般財源

人件費コスト  B 1.1人役 8,116,900 円 総事業費　　A+B 166,267,422 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 40,336,875 円

予 算 額 158,172,000 円

目
的

農業がもたらす多面的機能の維持のため、
農業の生産条件が不利な中山間地域におけ
る農業生産活動を支援する。決 算 額 158,150,522 円

財
源
内
訳

国・県支出金 117,813,647 円

地　方　債

農林水産業費

事業開始年度 平成30年度 農業費

事業進捗度 － 農業振興費

予
算
科
目

一般会計

小事業 中山間地域等直接支払事業費

中事業 農林業の振興

決算事項別明細書 P87
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5,000,000円

　安来地域農業再生協議会において、経営所得安定対策直接支払制度の普及推進活動や交付申請等にかかる事務を
集落生産調整委員に依頼しながら円滑な事務を実施した。

　安来地域農業再生協議会において、生産状況の把握と次年度の作付意向調査及び作付計画の整理を行うことによ
り需要に応じた生産体制づくりの推進を図った。

【経営所得安定対策直接支払推進事業】 15,969,000円 10,969,000円 0円 0円

【需要に応じた生産推進体制支援事業】 620,000円 620,000円 0円 0円 0円

20,278,500 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

一 般 財 源 5,000,000 円

人件費コスト  B 0.5人役 3,689,500 円 総事業費　　A+B

国・県支出金 11,589,000 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

事業進捗度 － 農業振興費

予 算 額 16,589,000 円

目
的

関係機関との連携により、米の需要に応じ
た生産推進体制支援及び経営所得安定対策
直接支払推進事業の円滑な推進を図る。決 算 額 16,589,000 円

財
源
内
訳

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 経営所得安定対策直接支払推進事業費 農林水産業費

事業開始年度 平成30年度 農業費

決算事項別明細書 P87

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林振興課
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28 款 06

項 01

目 03

A

諸収入

【事業名称】 一般財源

【農作物獣被害防止対策事業】

1,017 頭

4 頭

　嘱託職員報酬、鳥獣被害対策実施隊の出動報酬等

成果指標 目標値 実績値 差引

有害鳥獣（イノシシ）捕獲実績（頭） 800 1,017 217

　野鳥における鳥インフルエンザ等の鳥獣伝染病の対応に係る野生鳥獣の死骸の回収・処分について業務委託及び
市民からの駆除依頼対応業務の委託料

【その他事業】 2,096,935円 0円 0円 5,423円 2,091,512円

【鳥獣対応関係委託料】 2,960,800円 0円 0円 0円 2,960,800円

  猟友会の行うイノシシ捕獲について補助を行い、捕獲の促進を図った。 (1頭の補助単価10,000円)

（捕獲実績） イノシシ

ニホンジカ

【有害鳥獣捕獲事業】 10,210,000円 0円 0円 0円 10,210,000円

1,597 2,200 3,184 43 960 2

　防護柵等の購入費用の1/2以内の額を補助し、個人、営農組織等の自己防衛対策を支援した。

  （補助実績）

トタン
（枚）

ワイヤーメッシュ
（枚）

支柱
（本）

電気牧柵
（基）

防護網
（ｍ）

爆音機
（基）

4,877,672円 0円 0円 0円 4,877,672円

24,572,807 円

事業費 国・県支出金 地方債 その他

一 般 財 源 20,139,984 円

人件費コスト  B 0.6人役 4,427,400 円 総事業費　　A+B

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 5,423 円

事業進捗度 － 農業振興費

予 算 額 20,959,000 円

目
的

鳥獣被害対策と有害鳥獣の捕獲を行い、農
作物の被害の軽減を図る。

決 算 額 20,145,407 円

財
源
内
訳

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 有害鳥獣駆除事業費 農林水産業費

事業開始年度 平成30年度 農業費

決算事項別明細書 P87

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林振興課
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項 01

目 03

A

県

　①カバークロップ（被覆作物）

　②炭素貯留効果の高い堆肥の水質保全に資する施用

　③有機農業

　④地域特認取組（冬期湛水）

　　○支援単価

10a当たりの交付単価

　　○平成30年度実績

差引

環境直払対象農地面積（ha） 120 63 △ 57

合計 6,297a 4,341,100円

成果指標 目標値 実績値

有機農業（そば等雑穀） 0a 0円

冬期湛水（有機質肥料施用・畦補強実施） 887a 709,600円

カバークロップ 2,197a 1,757,600円

有機農業 1,243a 994,400円

158,500円317a冬期湛水（畦補強実施）

0円0a冬期湛水（有機質肥料施用）

63,200円158a冬期湛水（湛水のみ）

堆肥の施用 1,495a 657,800円

冬期湛水（湛水のみ） 2,000円 2,000円 4,000円

取組区分 交付対象面積 交付額（国・県・市）

冬期湛水（畦補強実施） 2,500円 2,500円 5,000円

冬期湛水（有機質肥料施用・畦補強実施） 4,000円 4,000円 8,000円

冬期湛水（有機質肥料施用） 3,500円 3,500円 7,000円

有機農業 4,000円 4,000円 8,000円

有機農業（そば等雑穀・飼料作物） 1,500円 1,500円 3,000円

　　○支援対象となる取組(化学肥料･化学合成農薬を慣行栽培から5割以上低減する取組みとの組み合わせ)

対象取組 国　1/2 市1/4・県1/4 合　計

カバークロップ 4,000円 4,000円 8,000円

堆肥の施用 2,200円 2,200円 4,400円

　平成23年度からスタートした支援対策であり、地球温暖化防止、生物多様性保全等に効果の高い営農活動に取り
組む農業者に対し交付金を交付した。

【環境保全型農業直接支払事業】 4,353,772円 3,255,825円 0円 0円 1,097,947円

5,829,572 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

一 般 財 源 1,097,947 円

人件費コスト  B 0.2人役 1,475,800 円 総事業費　　A+B

国・県支出金 3,255,825 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

事業進捗度 － 農業振興費

予 算 額 4,412,000 円

目
的

環境保全に効果の高い営農活動を推進し、
農業分野において地球温暖化防止や生物多
様性に貢献する。決 算 額 4,353,772 円

財
源
内
訳

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 環境保全型農業直接支払事業費 農林水産業費

事業開始年度 平成30年度 農業費

決算事項別明細書 P87

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林振興課
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33 款 06
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目 03

A

県1/2

　大雪により全半壊したパイプハウスの復旧を行った。

5.5ｍ×16.5ｍ　1棟

復旧したパイプハウス

【農業災害復旧対策事業】 376,000円 188,000円 0円 0円 188,000円

一般財源

人件費コスト  B 0.1人役 737,900 円 総事業費　　A+B 1,113,900 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 188,000 円

予 算 額 378,000 円

目
的

平成30年1月10日からの大雪により全半壊し
た農業生産施設の早期復旧を図るため、復
旧経費を対象に補助金を交付する。決 算 額 376,000 円

財
源
内
訳

国・県支出金 188,000 円

地　方　債

農林水産業費

事業開始年度 平成30年度 農業費

事業進捗度 － 農業振興費

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林振興課

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 農業災害復旧対策事業費

決算事項別明細書 P87
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A

県

　島根県種畜共進会及び島根中央子牛共進会の出品者に対し奨励金を支払った。

         平成30年度島根県子牛共進会 平成30年度島根県種畜共進会

　候補牛選抜巡回

　第12回全国和牛能力共進会の出品対策を見据え、繁殖雌牛の計画的な保留又は導入を推進するため、その事業を
実施する経費に対し、補助金を交付した。　　200,000円/1頭　×5頭

　安全かつ良質な国産稲わら・WCSを収集・梱包し、粗飼料として畜産農家へ供給した（100円未満切り捨て）。
稲わら2,000円/10a×103.26ha　　WCS1,000円/10a×26.88ha

【しまね和牛生産振興事業】 1,000,000円 1,000,000円 0円 0円 0円

補助対象候補牛

　・優良牛保留導入事業　（1頭100,000円以内）　36頭　2,600,000円
　　　優良牛の保留導入を促進させ、ブランドの確立を図った。
　・優良牛選抜検定事業　（1頭2,000円以内） 2,424頭    200,000円
　　　乳用種牛の牛郡検定を行い、乳質の改善・向上を図った。
　・優秀精液導入事業（1本7,500円以内）　     140本    245,000円
　　　優良牛の優秀精液の導入を行い、牛の改良・増殖を図った。
　・生産団体育成事業（1団体200,000円以内）　 4団体  　700,000円
　　　生産団体の研修活動等を支援し技術力・生産力の向上を促しブランド化促進につなげた。
　・受精卵移植推進事業（1回20,000円以内）　　84本　　250,000円
　　　受精卵の移植を推進する事により経営の向上と生産拡大を図った。

【耕畜連携稲わら集草事業補助金】 2,268,600円 0円 0円 2,268,600円

306,594円

　畜舎消毒を実施し、家畜の損害防止及び地域の環境衛生を図った。

【畜産振興対策事業補助金】 3,995,000円 0円 0円 0円 3,995,000円

【家畜衛生事業（家畜消毒）負担金】 306,594円 0円 0円 0円

平成30年度島根県子牛共進会

【島根県畜産共進会出品奨励費】 150,000円 0円 0円 0円 150,000円

13,285,494 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

一 般 財 源 7,120,194 円

人件費コスト  B 0.7人役 5,165,300 円 総事業費　　A+B

国・県支出金 1,000,000 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

事業進捗度 － 畜産業費

予 算 額 8,170,000 円

目
的

畜産振興対策事業や耕畜連携稲わら集草事
業等によりブランド化を推進するとともに
畜産経営対策を行い、もって畜産振興を図
る。

決 算 額 8,120,194 円

財
源
内
訳

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 畜産業費 農林水産業費

事業開始年度 平成30年度 農業費

決算事項別明細書 P87

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林振興課



　令和2年に宮崎県で開催される第15回全日本ホルスタイン共進会及び令和4年に鹿児島県で開催される第12回全国
和牛能力共進会にむけて関係機関において安来地区出品対策協議会を設立し、負担金を基に連携した支援を実施し
た。

成果指標 目標値 実績値 差引

肉用牛飼育頭数（頭） 1,000 878 △ 122

【全共・全ホル共進会事業】 400,000円 0円 0円 0円 400,000円
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A

県55%

【事業内容】

　農業生産基盤の整備及び施設（水利）の維持修繕を行った。

　各種土地改良関係負担金及び農林漁業資金元利償還金を支出した。

　　　●維持管理費

　　　●材料費

　　　●島根県土地改良事業団体連合会負担金

　　　●事業負担金

　　　●土地改良区運営負担金

　　　●農林漁業資金元利償還金

7,500,000 円

37,162,007 円

806,000 円

7,499,000 円

4,372,456 円

892,500 円

上今津除塵機改良

65,610,963 円

一 般 財 源 57,131,963 円

人件費コスト  B 1.0人役 7,379,000 円 総事業費　　A+B

国・県支出金 1,100,000 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

事業進捗度 － 農地費

予 算 額 58,441,000 円

目
的

生産性の高い農業条件整備を図る。

決 算 額 58,231,963 円

財
源
内
訳

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 農地費 農林水産業費

事業開始年度 平成30年度 農業費

決算事項別明細書 P87

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林整備課
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A

分担金

【事業内容】

　県営事業で農業生産基盤整備を行うことにより、生産コストの低減、流通体制の整備が見込め、地域農業の

活性化を図った。

　●大塚地区農地整備事業

　●大塚地区農地整備事業（委託分）

　●安田地区農地整備事業

　●安田地区農地整備事業（委託分）

　●吉田地区農地整備事業

　●宇賀荘第三地区農地整備事業

　●宇賀荘第三地区農地整備事業（委託分）

　●能義第二地区農地整備事業

　●大郷地区農地整備事業（基幹農道整備）

ほ場整備率 59.0% 59.1% 0.1%

32,477,900 円

76,522,200 円

8,400,000 円

525,000 円

5,900,000 円

成果指標 目標値 実績値 差引

26,290,000 円

16,800,000 円

36,900,000 円

6,300,000 円

人件費コスト  B 1.5人役 11,068,500 円 総事業費　　A+B 221,183,600 円

公共
過疎 209,700,000 円

そ　の　他 225,000 円

一 般 財 源 190,100 円

予 算 額 210,116,000 円

目
的

農業生産基盤の整備を推進するとともに組
織的農業体系の構築を図る。

決 算 額 210,115,100 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債

農林水産業費

事業開始年度 平成30年度 農業費

事業進捗度 － 農地費

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林整備課

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 県事業負担金費

決算事項別明細書 P87

安田地区 宇賀荘第三地区

吉田地区 大塚地区
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A

使用料

【事業内容】

　交通体系に即した農道維持により地域社会の生活環境の改善、利便性向上を図るため草刈等を行った。

　●維持管理費

　●材料費 549,310 円

6,355,932 円

人件費コスト  B 0.5人役 3,689,500 円 総事業費　　A+B 10,594,742 円

0 円

そ　の　他 281,447 円

一 般 財 源 6,623,795 円

予 算 額 7,066,000 円

目
的

幹線農道の維持管理を図る。

決 算 額 6,905,242 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債

農林水産業費

事業開始年度 平成30年度 農業費

事業進捗度 － 農地費

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林整備課

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 農道維持費

決算事項別明細書 P87

清井農道除草業務 笹刈農道除草業務

安能農道除草業務
宮下農道除草業務
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A

使用料

【事業内容】

　出雲織・のき白鳥の里及び、なかうみ農村公園の維持管理を行った。

　●維持管理費

　●施設管理委託料

 出雲織・のき白鳥の里雑木剪定作業

935,758 円

1,224,316 円

人件費コスト  B 0.2人役 1,475,800 円 総事業費　　A+B 3,635,874 円

0 円

そ　の　他 665,928 円

一 般 財 源 1,494,146 円

予 算 額 2,232,000 円

目
的

地域交流拠点施設を整備することにより、
市民の憩いの場としての利用価値を高め
る。決 算 額 2,160,074 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債

農林水産業費

事業開始年度 平成30年度 農業費

事業進捗度 － 農地費

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林整備課

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 農村公園管理費

決算事項別明細書 P87



40

10 会計 01

49 款 06

項 01

目 05

A

県

【事業内容】

　補助事業を活用し、中海干拓地安来工区で設置された基幹施設（排水機場等）の維持管理費の負担軽減を

図った。

　●管理体制整備負担金

用水管漏水修理

排水ポンプ点検調査

3,467,000 円

人件費コスト  B 0.2人役 1,475,800 円 総事業費　　A+B 4,942,800 円

0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 887,000 円

予 算 額 3,467,000 円

目
的

営農者の維持管理費の負担軽減を図り営農
意欲を高める。

決 算 額 3,467,000 円

財
源
内
訳

国・県支出金 2,580,000 円

地　方　債

農林水産業費

事業開始年度 平成30年度 農業費

事業進捗度 － 農地費

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林整備課

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 国営造成施設管理体制整備促進事業費

決算事項別明細書 P87



40

10 会計 01

55 款 06

項 01

目 05

A

【事業内容】

　飯梨川沿岸の農業水利施設（水路、ポンプ、樋門、頭首工等）の修繕、維持管理を行った。

　●維持管理費

　●施設管理委託料

40

10 会計 01

58 款 06

項 01

目 05

A

【事業内容】

　下水道事業特別会計繰出金

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B 344,100,000 円

0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 344,100,000 円

予 算 額 348,873,000 円

目
的

特別会計繰出金（農業集落排水事業）

決 算 額 344,100,000 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債

農林水産業費

事業開始年度 平成30年度 農業費

事業進捗度 － 農地費

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 下水道課

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 特別会計繰出金費（農業集落排水事業）

決算事項別明細書 P87

2,986,262 円

227,361 円

人件費コスト  B 0.3人役 2,213,700 円 総事業費　　A+B 5,427,323 円

0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 3,213,623 円

予 算 額 3,266,000 円

目
的

基幹的な農業用水路の維持・修繕により安
定的な用水の供給を図る。

決 算 額 3,213,623 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債

農林水産業費

事業開始年度 平成30年度 農業費

事業進捗度 － 農地費

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林整備課

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 飯梨川沿岸水路整備事業費

決算事項別明細書 P87
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項 01

目 05

A

【事業内容】

　下水道事業特別会計繰出金

40
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64 款 06

項 01

目 05

A

【事業内容】

　下水道事業特別会計繰出金

7,600,000 円

一 般 財 源 7,600,000 円

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

事業進捗度 － 農地費

予 算 額 8,200,000 円

目
的

特別会計繰出金（小規模集合排水処理事
業）

決 算 額 7,600,000 円

財
源
内
訳

5,500,000 円

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 特別会計繰出金費（小規模集合排水処理事業） 農林水産業費

事業開始年度 平成30年度 農業費

決算事項別明細書 P87

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 下水道課

一 般 財 源 5,500,000 円

人件費コスト  B 0.0人役 0 円 総事業費　　A+B

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

事業進捗度 － 農地費

予 算 額 6,020,000 円

目
的

特別会計繰出金（簡易排水事業）

決 算 額 5,500,000 円

財
源
内
訳

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 特別会計繰出金費（簡易排水事業） 農林水産業費

事業開始年度 平成30年度 農業費

決算事項別明細書 P87

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 下水道課
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項 01

目 05

A

【事業内容】

　伯太川沿岸の農業水利施設（水路、頭首工、樋門、ため池等）の修繕、維持管理を行った。

　●維持管理費 666,129 円

2,141,929 円

一 般 財 源 666,129 円

人件費コスト  B 0.2人役 1,475,800 円 総事業費　　A+B

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

事業進捗度 － 農地費

予 算 額 695,000 円

目
的

基幹的な農業用水路の維持・修繕により安
定的な用水の供給を図る。

決 算 額 666,129 円

財
源
内
訳

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 伯太川沿岸水路整備事業費 農林水産業費

事業開始年度 平成30年度 農業費

決算事項別明細書 P87

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林整備課
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項 01

目 05

A

県

諸収入

【事業内容】

　農業が本来有する自然循環機能を持続・増進させるため、地域の農業者だけでなく、地域住民も含めた多様な

主体の参画を得て、資源の適切な保全管理を行うとともに、農村環境の保全等にも役立つ地域共同の効果の高い

取り組みを促進し、共同作業を通して地域コミュニティ力の向上につなげた。

●多面的機能支払交付金事業負担金

●賃金、需用費等

●負担割合 ●実施状況（H30年度末現在）

国：1/2、県：1/4、市：1/4 協定組織数：101組織（2,224ha）

農地維持支払交付金：97組織（2,184ha）

資源向上支払交付金（共同）：78組織（1,968ha）

資源向上支払交付金（長寿命化）：63組織（1,534ha)

農地維持（水路の泥上げ） 農地維持（路面の維持）

共同活動（景観形成：植栽） 長寿命化（水路の更新）

2,330,101 円

156,564,127 円

173,652,228 円

一 般 財 源 39,753,243 円

人件費コスト  B 2.0人役 14,758,000 円 総事業費　　A+B

国・県支出金 119,136,405 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 4,580 円

事業進捗度 － 農地費

予 算 額 159,220,000 円

目
的

地域共同による農用地、農業用施設等の地
域資源及び農村環境の保全並びに農業用施
設等の長寿命化を図る。決 算 額 158,894,228 円

財
源
内
訳

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 多面的機能支払交付金事業費 農林水産業費

事業開始年度 平成30年度 農業費

決算事項別明細書 P87

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林整備課



40

10 会計 01

73 款 06
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A

　安来市広瀬町東比田地内 市行6号前谷線 路盤補修等　延長　210ｍ

市産材木材搬出経費等に対する助成 1,000円/㎥ 4,000㎥

椎茸植菌拡大事業 菌購入助成 補助対象駒袋数 229 袋

椎茸生産基盤強化事業 ほだ木購入助成 補助対象原木 1,800 本

　・樹木粉砕機械活用、十神山維持管理費、各種協議会負担金

樹木粉砕機械

　しいたけ生産者確保対策及び生産条件の改善を図ることを目的とし、原木・種駒購入に対して支援を行った。
（県「しいたけ生産向上プロジェクト」連携事業）

【その他事業】 1,369,636円 0円 0円 0円 1,369,636円

【特用林産物振興事業】 670,605円 0円 0円 0円 670,605円

新規林業従業者数累計（人） 6 4 △2

【林業活性化事業】 4,000,000円 0円 0円 0円 4,000,000円

　林業労働者の担い手確保のため、作業員就労条件整備事業、新規参入促進対策事業等のメニューに合わせ、補助
金を交付した。

成果指標 目標値 実績値 差引

【みどりの担い手確保緊急対策事業】 3,000,000円 0円 3,000,000円 0円 0円

【作業道補修改良事業】 790,560円 0円 0円 0円 790,560円

14,258,201 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

一 般 財 源 6,830,801 円

人件費コスト  B 0.6人役 4,427,400 円 総事業費　　A+B

国・県支出金 0 円

地　方　債 過疎 3,000,000 円

そ　の　他 0 円

事業進捗度 － 林業振興費

予 算 額 10,159,000 円

目
的

地域の特性にあわせた施策の実施により地
域林業の振興を図る。

決 算 額 9,830,801 円

財
源
内
訳

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 林業振興費 農林水産業費

事業開始年度 平成30年度 林業費

決算事項別明細書 P89

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林振興課



40

10 会計 01
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項 02

目 01

A

受託金等

　島根県林業公社より委託を受けて公社造林地の間伐等を行った。

保育間伐 初回1次 伯太町下十年畑他2団地

※付帯事務費

〇 布部白椿湖周辺下刈り 2.51 ha

普通下刈 　　　　 2.51ha

（うち、部分下刈  1.12ha）

　　普通下刈　作業後

　公益社団法人いづも財団の寄附金により、森林病害虫被害等により荒れた森林を広葉樹を主体とする健全な自然
林へと再生するための森林整備を実施した。

528,000円

【ふるさとの森再生事業】 528,000円 0円 0円 528,000円 0円

78,406 円

22.93ha 4,062,549 円

【分収造林事業】 4,140,955円 0円 0円 3,998,806円 142,149円

6,882,655 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

一 般 財 源 142,149 円

人件費コスト  B 0.3人役 2,213,700 円 総事業費　　A+B

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 4,526,806 円

事業進捗度 － 林業振興費

予 算 額 12,301,000 円

目
的

公社分収造林地の適切な保育管理を実施。
また、森林病害虫等で荒れた森林を広葉樹
主体の自然林へ再生整備する。これによっ
て森林の公益的機能の高度発揮を図る。

決 算 額 4,668,955 円

財
源
内
訳

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 造林整備事業費 農林水産業費

事業開始年度 平成30年度 林業費

決算事項別明細書 P89

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林振興課
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A

国
県

負担金外

①斐伊川流域荒廃林等再生整備事業

　新植 0.57ha （伯太町井尻）

　下刈 18.48ha （伯太町須山福冨　外）

　地拵え 3.30ha （伯太町東母里）

②森林整備協定事業

　除伐 6.08ha

③市行造林事業

　分収金交付

　新植 （広瀬町東比田）※市行造林主伐跡地を再造林

④確定測量 （広瀬町西比田　外）

⑤森林保険料

⑥整備協定基金拠出金

4,546,800円

579,960円

142,256円

225,000円

市行造林から搬出した木材 植栽施行

939,600円

563,585円

3,650,400円

626,400円

561,600円

【市行造林事業】 11,835,601円 9,202,190円 0円 712,686円 1,920,725円

一般財源

人件費コスト  B 0.6人役 4,427,400 円 総事業費　　A+B 16,263,001 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

0 円

そ　の　他 712,686 円

一 般 財 源 1,920,725 円

予 算 額 19,268,000 円

目
的

価値の高い森林の造成を図るとともに、森
林の持つ水源かん養、災害の防止、国土保
全、地球温暖化防止など、多面的公益的機
能の保全を図る。

決 算 額 11,835,601 円

財
源
内
訳

国・県支出金 9,202,190 円

地　方　債

農林水産業費

事業開始年度 平成30年度 林業費

事業進捗度 － 林業振興費

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林振興課

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 市行造林費

決算事項別明細書 P89
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A

県3/4

　広瀬町宇波（150ha）、伯太町高江寸次（30ha）、広瀬町祖父谷（20ha）地内において実施された森林境界の明
確化事業に対して、国1/2・県1/4・市1/4の割合で交付金を交付。

【森林整備地域活動支援事業】 9,000,000円 6,750,000円 0円 0円 2,250,000円

　　境界確認の様子

10,475,800 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他 一般財源

一 般 財 源 2,250,000 円

人件費コスト  B 0.2人役 1,475,800 円 総事業費　　A+B

国・県支出金 6,750,000 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 0 円

事業進捗度 － 林業振興費

予 算 額 9,000,000 円

目
的

小規模分散している森林を取りまとめて一
体的な施行を行うため、森林境界の明確化
など、必要となる地域活動を支援し、効率
的な林業生産活動につなげる。

決 算 額 9,000,000 円

財
源
内
訳

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 森林整備地域活動支援事業費 農林水産業費

事業開始年度 平成30年度 林業費

決算事項別明細書 P89

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林振興課
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目 01

A

使用料

【事業内容】

　林道維持により林業施設としての機能維持と、集落間を結ぶ集落道としての利便性向上を図った。

　●役務費

　●委託料

林道の整備延長 31,355m 30,712m △643m

成果指標 目標値 実績値 差引

204,040 円

772,200 円

1,714,140 円

一 般 財 源 968,734 円

人件費コスト  B 0.1人役 737,900 円 総事業費　　A+B

国・県支出金 0 円

地　方　債 0 円

そ　の　他 7,506 円

事業進捗度 － 林業振興費

予 算 額 1,110,000 円

目
的

幹線林道の維持管理を図る。

決 算 額 976,240 円

財
源
内
訳

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 林道維持費 農林水産業費

事業開始年度 平成30年度 林業費

決算事項別明細書 P89

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林整備課

林道高木森木線道路除草業務

林道鍛冶屋谷線他道路除草業務
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A

　中海におけるサルボウ貝の資源調査を委託し、より優良な稚貝の安定確保を図った。

○委託先

　　 　中海漁業協同組合

○事業主体

　中海漁業協同組合（安来地区、赤江地区、島田地区、荒島地区）

○実施内容

　養殖施設整備（養殖かご、アンカーほか）

○補助率

　1/2以内（補助金上限　70万円）

○サルボウ貝出荷量の推移

(kg)

H26

H27

H28

H29

H30 5,183 2,077

4,600 350

7,200 1,200

7,194 3,652

　中海の天然資源であるサルボウ貝の養殖に必要な施設整備に要する経費を支援することにより、漁獲量の拡大及
び中海漁業の再生を図った。

年度
  中海漁業協同組合

うち安来地区

2,700 350

人件費コスト  B 0.2人役 1,475,800 円 総事業費　　A+B 2,409,419 円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

0 円

そ　の　他 0 円

一 般 財 源 933,619 円

【養殖施設整備事業補助金】 697,983円 0円 0円 0円 697,983円

【養殖調査委託事業】 235,636円 0円 0円 0円 235,636円

一般財源

予 算 額 936,000 円

目
的

水産業の振興、漁業所得の向上及び安定
化、漁村地域を活性化し将来にわたる漁業
の持続的な発展を目指す。決 算 額 933,619 円

財
源
内
訳

国・県支出金 0 円

地　方　債

農林水産業費

事業開始年度 平成30年度 水産業費

事業進捗度 － 水産業振興費

大事業 産業・観光・雇用 担当部署 農林振興課

中事業 農林業の振興
予
算
科
目

一般会計

小事業 水産業振興費

決算事項別明細書 P89

サルボウ貝養殖


